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 走り抜け、コロんでも泣くナ！～ 
変わりやすい秋の空の天候のため、本来予定していた日の実施は叶いませんでしたが、 

9 月 29 日（火）に本校第 73 回体育大会を開催しました。 

 今年度の体育大会は、コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため、入場行進を中止し、 

開閉会式や競技種目も縮小しました。お昼過ぎには終わるよう時間も短縮しての実施となり

ました。また、来賓の方々の観覧を自粛していただき、保護者の観覧も各家庭 1名に限定す

るなど、例年とは大きく違った内容でしたが、生徒たちは限られた条件の中で精一杯頑張っ

てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、東京オリンピックの延期や全国高校野球大会の中止など、スポーツの分野で様々

な競技が自粛されてきました。スポーツの良さは、勝ち負けにこだわることはもちろんです

が、もう一つ大切なことがあります。それは、競技や演技を通して多くの人たちがつなが

り、一緒に活動することで、お互いを『理解して認め合う』関係が築けることです。オリン

ピックをはじめ、国際的なスポーツの祭典では、国や人種の違う人たちが互いに競技する中

で、それを見る世界中の人たちが、自分の国の選手だけでなく、ほかの国の選手に対しても

惜しみなく応援する場面が多くみられます。新北野中学校の「体育大会」でも、お互いの頑

張りを認め合いながら、クラスや学校全体がひとつになり、見てくださった方々に感動や 

喜びを与えられたのではないかと思います。 

 今回の体育大会の成功を通して、これからの学校生活においても、困難から逃げず、みん

なで力をあわせて克服していくことができる生徒たちを育てていきたいと思います。 

（校長   風間 浩） 

  体育大会の開催にあたり、保護者の皆様にはさまざまな形でご協力 

     いただきましてありがとうございました。教職員一同お礼申し上げます。 

※雲外蒼天…試練を努力して乗り越えれば、快い青空が望めるという意味。 雲はさまざまな障害や悩みを暗示している。 
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令和 2年 (2020年) 

体育委員が大活躍！ 


